
令和８年度から研修を開始する臨床研修医の募集定員（案）

R４ R５ R６

1 桑名市総合医療センター 12 14 14 14 14 12 14 14 12 2 14 - 14

2 いなべ総合病院 4 3 5 5 5 4 5 5 4 1 5 - 5

3 四日市羽津医療センター 6 6 6 6 6 5 6 6 5 1 6 - 6

4 市立四日市病院 16 16 16 16 16 14 15 15 14 1 15 - 15

5 県立総合医療センター 10 9 10 10 10 8 10 10 8 2 10 - 10

6 鈴鹿中央総合病院 10 10 10 10 10 8 12 12 8 4 12 - 12

7 鈴鹿回生病院 5 7 7 7 7 6 8 8 6 2 8 - 8

8 三重大学医学部附属病院 13 14 16 16 16 14 26 14 12 26 - 26

　 同病院【小児科・産科】 0 0 0 0 0 - 4 0 - - 4 4

9 三重中央医療センター 8 6 8 8 8 7 10 10 7 3 10 - 10

10 岡波総合病院 2 2 2 2 2 2 3 3 2 1 3 - 3

11 松阪中央総合病院 10 10 10 10 10 8 12 12 8 4 12 - 12

12 済生会松阪総合病院 7 9 10 10 10 8 10 10 8 2 10 - 10

13 松阪市民病院 8 8 12 12 12 10 8 8 8 0 8 - 8

14 伊勢赤十字病院 15 17 18 18 18 15 18 18 15 3 18 - 18

15 県立志摩病院 3 4 3 4 4 3 3 3 3 0 3 - 3

16 上野総合市民病院 - - 3 3 3 3 4 4 3 1 4 - 4

【A´】

合計 129 135 150 151 151 - 168 168 125 39 164 4 168

【Ｂ】
県基礎数

◇三重県の募集定員配分上限数 168
　（内訳） ＊県基礎数
　　①基本となる数 118 ①＋③＝ 128
　　②地域枠 44
　　③地理的条件等による加算 10
　　④直近採用数等保障の調整 ▲ 4

合計

H＝F＋G

国が示した
本県の上限

168

過去3年間の研修医受入実績 過去3年間
の最大値

（ア）

補足説明等
※施行通知：「医師法第１６条の２第１項に規
定する臨床研修に関する省令の施行につい
て」
　（令和2年3月30日一部改正時点）

A´がB（基礎数）
より多ければAを
調整する。
(=A×B/A'。端数
四捨五入）

※三重大
は小児科・
産科PG分4

含む

Fが２０人以上
になる場合

は、各診療科
２人計４人を

加算する。（施
行通知５（１）

ア（カ））

小児科・産科

プログラム

G

128

調整
配分

E

計
F＝D＋E

病院の
希望数に
なるよう

配分

基本定員
A=（ア）

Aの調整値
（基本定員の県
合計A´と県の基
礎数Bとの調整）

A×B／A´

病院の
希望募集

定員
C

病院の
受入可能
上限数

A（または調整
値）とCのうち小

さい値
D

30
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